
令和 3 年度 3 学期終業式 挨拶 

 

 みなさんおはようございます。3 学期の終業式にあたり、私から

何点かお話をしたいと思います。 

 振り返りますと、今年度もコロナに始まりコロナに終わった 1 年

になってしまいました。特に 2 年生は修学旅行の度重なる延期で、

年度替わって 4 月の実施となりました。生徒のみなさんや学年の先

生方が工夫に工夫を重ねてくださったおかげで、なんとか実施のめ

どを立てることができました。 

 2 年生は 4 月から、いよいよ高校生活最後の 1 年を迎えます。こ

れまで積み重ねてきた努力を進路実現という形で開花させてくださ

い。 

 1 年生のみなさん。みなさんも本来の学校活動ができないままの

1 年になりました。しかし、そんな中でも高校生らしく成長してく

れたと喜ばしく思っています。2 年生は高校での中心学年です。学

習においても部活動においても一層の努力と一層の成長を期待して

います。 

 さて、最近よく「ウイズコロナ」や「ポストコロナ」という言葉

を耳にします。「ウイズ」はみなさんご承知の通り、「一緒に」とい

う意味です。「コロナウィルス」を撲滅するのは非常に困難です。

まん延防止重点措置が解除されましたが、これまで同様、感染症対

策をしっかりして、日頃の活動を行ってください。 



 一方「ポストコロナ」の「ポスト」は「～以後」という意味で

す。コロナの混乱期を乗り越えた後、社会が変化するさまを表した

言葉だと言えるでしょう。これまでも社会は高度情報化へと進んで

いましたが、コロナの影響で加速度は増していきます。例えば、在

宅勤務やリモート会議などは、高度情報化が社会そのものを動かし

ているよい例です。おかげで、都心に事務所を構える必要がなくな

りました。都心近くに住み、通勤する必要もなくなりました。付随

して様々な弊害が現れます。飲食業の衰退や公共交通機関の運行時

間短縮や廃線などがその一つです。 

 こうした社会の変化の中で私たちに求められるのは、溢れるよう

な情報の中から正しい情報を見つけ出す「目」です。情報に踊らさ

れてはいけない。何が自分にとって必要な情報なのかをしっかり見

極める「目」を持ってください。 

 最後にいつものお願いをしたいと思います。先ほども申しました

が、まん延防止重点措置が昨日解除されました。しかし、気を緩め

ず「手洗い･うがい」の励行と「マスク着用」「3 密回避」をお願い

して 3 学期終業式の挨拶といたします。 


